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研究成果の概要（和文）： 

 西アジアのメソポタミア地域を対象として、衛星画像解析をもとにした考古遺跡のデータベ

ース化に関する研究をおこなった。衛星画像解析法を採用したことで、広範囲を迅速に遠距離

から探査することが可能となった。特に、研究対象地の中でもイラクのような現地調査が困難

な地域においては、衛星画像解析の利用が有効な手法であり、遺跡の立地調査においても正確

な判読が可能となった。整備した考古遺跡データベースは、イラク側に情報提供し連携するこ

とで、危機に瀕するイラクの文化遺産の保護活動にも活用可能である。 

 

研究成果の概要（英文）： 

We conducted the research of compiling the database that contains information about 
ancient archaeological sites in Mesopotamian region in Western Asia by the Analysis of 
satellite image. The adoption of the analysis of satellite image enabled to research the 
wider area in faster speed, especially the area where the field investigation is not 
possible such as in Iraq. It achieved the precise interpretation of the distributional 
survey. The first purpose of the research was to compiling the database. Nevertheless, 
it also contributed the protection of cultural heritage in Iraq which in severe situation 
by providing the outcomes of database research to specialists in Iraq. 
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１．研究開始当初の背景 
 西アジア地域、メソポタミアにおける遺跡
の踏査は、探検家などによって旧約聖書に出
てくる名前の古代都市を目指して始まった。
そして実際に発掘されるようになり、数多く
の優れた作品が発見され、ルーブル美術館や
大英博物館を飾ることになった。 
 またバビロンやニネヴェなど著名な古代
都市が明らかになった。その後も宝探しの如
く発掘が行われたが、巨大な古代都市が中心
であり、都市でも宮殿、神殿などであった。 
 こうした中南部イラクを中心に遺跡の分
布調査が行われ、時代と共に都市や集落の変
遷があることが明らかにされた。また北部イ
ラクでも新石器時代の遺跡を中心に分布調
査がなされ、農耕起源や初期農村の研究が推
進された。各地でも詳細な発掘調査が進めら
れ、年代や文化変遷が徐々に明らかにされる
ようになった。 
 しかしながら中心的な都市遺跡の一部分
の発掘だけでは、社会や自然環境復元にはま
だほど遠い。また現実にはそうした存在さえ
明らかにされずに、破壊され、盗掘されて、
文化遺産の意義を明らかにされずに葬り去
られてしまった遺跡が数多い。特にイラク戦
争後、欧米各国が支援の一つとして博物館の
遺物や遺跡のデータベース化を急いでいる。 
 その方法の一つが衛星画像解析である。さ
らに実際に GIＳやＧＰＳ利用が行われてい
る。 
 こうした中、我々はイラクでの長期にわた
る調査実績とイラク考古遺産庁との信頼と
連携をもって、西アジアの遺跡のデータベー
ス化の研究を進めることにした。 
 
 
２．研究の目的 
 イラクは政治的に不安定で、紛争や戦争が
絶えず、発掘調査は中断したままである。そ
の間にも貴重な文化遺産が今も破壊・略奪さ
れ、日常的に盗掘も各地で行われている。こ
うした厳しい現状の中では、遺跡の破壊や盗
掘を防ぎながら、調査研究を進めていくとい
うことが重要課題である。 
 それにはまず遺跡の警備を強化すること
であり、同時に遺跡や歴史建造物、無形文化
遺産などの調査を進め、まずそれらのデータ
ベースを作成することが求められる。 
 このような文化遺産のデータベースを作
成することがすなわち文化遺産を保護する
ことであり、その国のアインデンテイを確立
することであり、それが研究や教育の基本と
なる。しかしながら治安が悪いことや、人材、
経費などの問題から、意図するような文化遺
産の分布調査が現地で十分にできないのが
現実である。 
 そこでイラク戦争後に衛星画像や詳細な

地図が公開されるようになってきたことを
活かし、また今までの我々のイラクでの調査
実績を合わせて、衛星画像から遺跡の分布状
況を分析し、そのパターンから遺跡の認定ま
た性質が推定できるようなデータベース化
の研究を行う。 
 
 
３．研究の方法 
 以下の手法をもちいて考古遺跡のデータ
ベース化の研究を進めた。 
 
（１）既存資料のデジタル化 
 既存の資料（調査報告書、地図など）から
考古遺跡の位置情報を調べ、地理情報システ
ムにデータを統合し管理することとした。し
かしながら、既存資料から得られる遺跡の位
置情報は精度が低く、衛星画像上の遺跡位置
と一致しない事例が見られた。 
 そこで衛星画像を解析して遺跡位置を推
定し、データベース作成をおこなうことにし
た。そのために研究対象地域のベースマップ
整備から始めた。 
 
（２）ベースマップの作成 
 西アジア地域では、ベースマップとして使
用可能な大縮尺～中縮尺の地形図を入手す
ることは困難であった。比較的入手が容易な
地図類には、縮尺１：１００，０００のソビ
エト軍製地形図があるが、製作されたのが１
９７０年代と古く、最新の情報が必要とされ
た。 
 そこで、位置情報が正確なＡＬＯＳ衛星を
現在のベースマップとして使用した。ＡＬＯ
ＳのＡＶＮＩＲ－２とＰＲＩＳＭをパンシ
ャープン処理し、オルソ化したものに、ＰＲ
ＩＳＭの三方向視データからデジタル写真
測量をおこなうことで得たＤＳＭを組み合
わせた。また、過去のベースマップとしては、
１９６０年代撮影のＣＯＲＯＮＡを幾何補
正して使用した。 
 現地調査が可能なシリアおよびヨルダン
にて精度検証をおこない、他の地域へと整備
範囲を広げた。 
 ベースマップは、撮影時期の違いだけでな
く、解像度によっても各種そろえた。 
 
（３）衛星画像解析 
 衛星画像データから遺跡位置特定をおこ
なうために、シリアのユーフラテス中流域お
よびヨルダンにおいて、教師データ取得の現
地調査をおこなった。両地域とも沖積地に分
布するテル型遺跡を対象とした。現地調査で
得た遺跡のパターン（土地被覆、遺跡形状）
をもちいて、入国困難なイラクで遺跡位置推
定をおこなった。 
 



（４）考古遺跡データベースの利用 
 構築した遺跡データベースを実際の現場
で活用するため、イラク側と連携した。日本
側は衛星画像からベースマップおよび、遺跡
の位置推定、盗掘のモニタリングなどである。
これらをイラク側へ情報提供することで、危
機に瀕するイラクの文化遺産保護に役立て
ることとした。 
 
 
４．研究成果 
（１）西アジア地域の遺跡データベース 
 既存資料をもとに遺跡位置をデジタル化
した。図１は整備したデータベースからイラ
ク国内に分布する遺跡（８８０箇所）を検索
し、図化したものである。このほかシリア、
レバノン、ヨルダンについても作成した。 

図１ イラク考古遺跡分布図 
 
（２）衛星データを利用した西アジアのベー
スマップ 
 シリア・ユーフラテス河中流域およびヨル
ダン・ヨルダン川流域をテストフィールドと
して多時期・多解像度の衛星画像をもとにし
たベースマップを整備した。図２はシリア・
ユーフラテス中流域のテル型遺跡分布図で
ある。これは現地調査およびベースマップを
活用して作成したもので、テル型遺跡のパタ
ーン結果が得られた。 

テストフィールドで作成したデータの精
度が良好であったため、同様のベースマップ
をイラク各地で整備した。整備した地域は、
イラク南部湿地・バビロンおよびキシュ周辺
域・バクダッド周辺・エルビル周辺である。 
 このベースマップを遺跡データベースと
重ね合わせた際、遺跡の位置ずれがあった場
合は、遺跡位置情報を遺跡ベースマップへ合
わせて修正をおこなった。 
 図３は、イラク南部湿地で整備したベース
マップ例である。イラク側から提供を受けた
遺跡を凡例として加えてある。 
 

図２ テル型遺跡分布図 
 

図３ Dhi Qar 1:50,000 遺跡ベースマップ 
 
（３）衛星画像解析による遺跡位置の推定 
 ２００７年のシリア・ユーフラテス中流域、
２００８年～２００９年のヨルダン川流域
の現地遺跡分布調査から得られた遺跡のパ
ターン結果をもとに、衛星データから遺跡の
抽出をおこなった。 
 抽出した地点の遺跡正答率は、約7割であ
った。これは教師データの中に直径１０ｍ程
度の小規模な遺跡を含めていたためで、直径
５０ｍ以上の規模があればほぼ自動的に抽
出が可能であった。 
 この手法が沖積地に分布するテル型遺跡
の抽出に有効であったため、この手法をイラ
ク中部のキシュ遺跡周辺にあてはめた。 
 図４は、衛星画像解析により推定したキシ
ュ遺跡周辺の遺跡位置推定図である。この２
５ｋｍ四方の範囲には、既存資料ではキシュ
遺跡のみが記録されていたが、１９箇所の地
点が遺跡の可能性が高いと考えられる。イラ
ク側と連携することで新たな遺跡の発見に
つながる可能性がある。 



図４ キシュ遺跡周辺の遺跡位置推定図 
 
（４）遺跡データベースを利用した盗掘モニ
タリング 
 整備を進めた遺跡データベースを文化遺
産の保護に活用するため利用した。 
 図５と図６は、イラク中部のUmm al-Aqarib 
遺跡の２時期のＱｕｉｃｋＢｉｒｄ画像で
ある。２００３年の時点では盗掘の被害は受
けていないが、２００８年の画像には広範囲
にわたって盗掘被害を受けていることが判
読された。図６で黒い点状に分布しているの
が盗掘穴である。また、現地からも現在も盗
掘の被害が継続しているとの情報を得た。 
 従来、こういった盗掘のモニタリングには
高解像度衛星が利用されていたが、撮影範囲
が狭いことと、入手価格が高価であることが
問題であった。 
 

図５ ２００３年のUmm al-Aqarib（盗掘前） 
 
 
 
 
 
 
 

図６ ２００８年のUmm al-Aqarib（盗掘後） 
 
 そこで遺跡ベースマップにも採用してお
り、広範囲を撮影し、入手価格の安い中解像
度衛星のＡＬＯＳで盗掘監視をおこなえる
かどうか試みた。その結果は、十分盗掘範囲
を特定することができたため、今後はイラク
側と連携し、盗掘モニタリング結果を継続し
て提供することで、イラクの文化遺産保護に
役立てていきたい。 
 図７は盗掘範囲を抽出したＳｈｕｍｅｔ
遺跡である。赤枠で囲んだ範囲が盗掘被害を
うけていると推定される場所である。 
 

図７ Ｓｈｕｍｅｔ遺跡の盗掘範囲推定 
 
 
（５）おわりに 
 衛星画像解析による遺跡データベース化
の研究をすすめた結果、現地調査が困難な地
域においても、迅速かつ広範囲に位置精度が
正確なデータベースを作成可能であった。遺
跡の自動抽出に関しては、現地調査可能な場
所で、より多様な遺跡を踏査し遺跡パターン
を収集することで、抽出精度の向上や規模の
異なる遺跡の抽出が可能になるであろう。 
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